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〈用語解説について〉 

本文中に「＊」を表示した用語については、「用語説明」に解説を掲載しています。 
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第１章 観音寺市の環境について 

１ 基本目標１ 気候変動を緩和し、適応するまちづくり 

（１）観音寺市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の実施状況 

表１ 観音寺市の温室効果ガス*排出量 

（単位：千 t-CO2）  

 2013 2015 2017 2019 2020 2021 
削減率 

（2013 年度比） 

産業部門 598 636 413 333 373 324 -45.8％ 

業務部門 118 111 71 54 60 57 -51.8％ 

家庭部門 139 98 88 63 87 78 -43.5％ 

運輸部門 131 124 127 122 103 107 -18.5％ 

その他 96 100 84 80 76 80 -16.7％ 

合計 1,082 1,069 783 652 699 646 -40.3％ 

 

 
注）端数処理により、排出量の合計値が一致しない場合があります。 

出典）地方公共団体実行計画（区域施策編）策定・実施マニュアル（算定手法編）に基づき算出 

図１ 観音寺市の温室効果ガス排出量 

 
出典）地方公共団体実行計画（区域施策編）策定・実施マニュアル（算定手法編）に基づき算出 

図２ 観音寺市のエネルギー消費量  
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（２）再生可能エネルギーの普及拡大 

表２ 観音寺市における太陽光発電*システム導入件数及び導入容量（2024 年３月末時点） 

 太陽光（10kW 未満） 太陽光（10kW 以上） 合計 

導入件数（件） 2,473 907 3,380 

導入容量（kW） 12,652 57,508 70,160 

 
注）端数処理の関係により、合計が一致しない場合があります。 
出典）資源エネルギー庁「固定価格買取制度*情報公表用ウェブサイト」 

 
出典）資源エネルギー庁「固定価格買取制度情報公表用ウェブサイト」 

図３ 観音寺市における再生可能エネルギー導入件数及び導入容量の推移 

 

表３ 市有施設の太陽光発電システム一覧（2024 年３月 31日時点） 

施設名 導入規模（kW） 設置年 

大野原いきいきセンター 10.1 2002 

観音寺中学校 10.3 2011 

中部中学校 17.5 2011 

大野原中学校 17.5 2011 

豊浜中学校 17.5 2011 

観音寺小学校 20.6 2014 
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観音寺市役所本庁舎 20.0 2015 

観音寺中央幼稚園 8.0 2019 

豊浜小学校 20.0 2021 

生活環境課事務所 16.5 2023 

合計 168.3  
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（３）低炭素なまちづくりの推進 

 

出典）観音寺市地域支援課資料 

図４ 観音寺市におけるのりあいバス*の運行状況 
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出典）総務省「国勢調査」 

出典）総務省「国勢調査結果」 

図５ 観音寺市常住者（15 歳以上）の通勤・通学時交通手段 
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出典）総務省「土地・住宅統計調査結果」 

図６ 省エネ設備導入状況（太陽熱を利用した温水機器、住宅種類別） 

 
出典）総務省「土地・住宅統計調査結果」 

図７ 省エネ設備導入状況（太陽光を利用した発電機器、住宅種類別） 

 
出典）総務省「土地・住宅統計調査結果」 

図８ 省エネ設備導入状況（二重以上のサッシ又は複合ガラスの窓（全部）、住宅種類別） 

 

出典）総務省「土地・住宅統計調査結果」 

図９ 省エネ設備導入状況（二重以上のサッシ又は複合ガラスの窓（一部）、住宅種類別） 
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出典）総務省「土地・住宅統計調査結果」 

図 10 省エネ設備導入状況（省エネ設備別、建築の時期別） 
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２ 基本目標２ 資源を大切にする循環型まちづくり 

（１）３Ｒの推進 

表４ 観音寺市におけるごみ排出量の推移 

（単位：ton） 

種別・年度 2009 2015 2019 2020 2021 2022 2023 

計画収集人口 64,616 62,175 60,071 59,342 58,667 57,921 55,978 

可燃ごみ 11,818 11,233 10,869 10,256 10,079 9,764 9,263 

不燃ごみ 
（廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ） 

1,333 1,273 1,292 1,365 1,339 1,288 1,210 

 うち、資源化量 1,231 1,161 1,187 1,354 1,330 1,283 1,202 

小計 13,151 12,507 12,161 11,621 11,418 11,052 10,473 

事業系ごみ 1,021 2,209 2,293 1,984 2,317 1,867 1,650 

資
源
ご
み 

缶類 176 132 107 108 103 97 86 

ビン類 467 392 330 329 311 297 284 

ペットボトル 135 111 113 113 113 113 110 

段ボール 233 169 155 214 215 199 192 

新聞類 367 318 117 260 232 178 183 

本類・雑誌・ざつ紙類 339 257 115 289 254 225 207 

鉄類 186 145 150 131 121 103 106 

布類 - 16 9 14 12 11 9 

剪定枝 168 233 248 291 284 271 313 

小型家電 - 38 75 94 81 78 71 

廃乾電池 10 13 12 14 14 14 13 

小計 2,082 1,826 1,431 1,857 1,740 1,586 1,574 

集団回収量 1,458 986 734 354 448 509 456 

ごみ総排出量 17,712 17,527 16,619 15,816 15,923 15,014 14,153 

家庭系一般廃棄物の再資源化*率 28.6% 25.9% 23.4% 25.8% 25.9% 25.7% 25.8% 

家庭系一般廃棄物の１人１日あたり
の排出量 

707g 673g 651g 638g 635g 621g 610g 

出典）環境省「一般廃棄物処理実態調査結果」 

 

 

出典）環境省「一般廃棄物処理実態調査結果」 

図 11 観音寺市におけるごみ排出量の推移 
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出典）環境省「一般廃棄物処理実態調査結果」 

図 12 観音寺市における資源ごみ排出量の推移と内訳 

 

（２）ごみの適正処理の推進 

表５ 観音寺市における不法投棄発生件数 

 2019 2020 2021 2022 2023 

不法投棄発生件数 49 70 48 24 17 

出典）観音寺市生活環境課資料 
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2020 年度 2021 年度 

  

2022 年度 2023 年度 

  

出典）「地図データ」（国土地理院）（https://maps.gsi.go.jp/）をもとに観音寺市作成 

図 13 観音寺市の不法投棄発生マップ 
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出典）観音寺市生活環境課資料    

図 14 観音寺市における家電リサイクル製品の不法投棄台数 

 

（３）水循環の保全・創出 

 

出典）林野庁「森林資源の現況」、「香川県国有林の地域別の森林計画書」、「施業計画書」 

図 15 観音寺市における森林整備面積の推移 
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（％） 

99.12 99.19 99.22 99.22 99.21 99.10 99.13 
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出典）香川県広域水道企業団観音寺事務所資料 

図 16 観音寺市における年間有収水量及び１人１日平均給水量の推移 
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３ 基本目標３ 豊かな自然と共生するまちづくり 

（１）生物多様性の保全 

表７ ガンカモ類の生息調査（2023 年度確認種のみ抜粋） 

調査地点名 

ハ
ク
チ
ョ
ウ
類 

ガ
ン
類 

カモ類 

マ
ガ
モ 

カ
ル
ガ
モ 

コ
ガ
モ 

ヨ
シ
ガ
モ 

オ
カ
ヨ
シ
ガ
モ 

ヒ
ド
リ
ガ
モ 

オ
ナ
ガ
ガ
モ 

ハ
シ
ビ
ロ
ガ
モ 

ホ
シ
ハ
ジ
ロ 

キ
ン
ク
ロ
ハ
ジ

ロ ホ
オ
ジ
ロ
カ
モ 

ウ
ミ
ア
イ
サ 

ミ
コ
ア
イ
サ 

ツ
ク
シ
ガ
モ 

合
計 

余木崎              78   78 

大池－観音寺     5       4    4 13 

三豊干拓地沖    41             41 

三豊干拓地   21 95 67 1 14 49 9 4       260 

財田川グランド   24 38 36  4 43 4        149 

キャンプサイト        11 23     2   36 

赤土池          8     7  15 

一ノ谷池   86  8  2 519   27 3     645 

早苗池        6       4  10 

観音寺池・出作池   50 22 24 10  152  651     14  923 

柞田川－河口   20 136 3   30         189 

五月池   4 61             65 

文政池   4       3 4 5 2  1  19 

豊稔池    13             13 

土井之池   104  19   15   36 28   87  289 

袂池    69 11     27 15 4   9  135 

亀尾池   3 7 9            19 

合計 0 0 316 482 182 11 20 825 36 693 82 44 2 80 122 4 2899 

出典）環境省「ガンカモ類の生息調査」 
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出典）観音寺市ホームページ 

図 17 有明浜の海浜植物 
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（２）水とみどりの保全・創出・活用 

表８ 観音寺市の保存木（2023 年度末現在） 

番号 名称 所在地 
樹高 

（ｍ） 

胸高幹周

（ｍ） 

指定 

年月日 

1 旧観音寺東小学校のラクウショウ 観音寺市観音寺町 18 2.45 S55.3.11 

2 白山神社のクス 観音寺市観音寺町 20.5 5.64 S55.3.11 

3 安井管原神社のクス 観音寺市大野原町中姫 39 6.5 S55.3.11 

4 生木の地蔵クス 観音寺市大野原町大野原 26 7.85 S55.3.11 

5 法泉寺のボダイジュ 観音寺市大野原町田野々 13.5 2.4 S55.3.11 

6 豊浜町東公民館のイブキ 観音寺市豊浜町和田浜 18 5.2 S55.3.11 

7 豊浜八幡神社のクス 観音寺市豊浜町和田浜 23 6.23 S55.3.11 

8 宗林寺のクロガネモチ 観音寺市豊浜町和田浜 10.5 3.87 S55.3.11 

9 金神神社のクスノキ 観音寺市原町 20 6.24 H2.3.27 

10 観音さんのヤマモミジ 観音寺市大野原町海老済 10 2.4 H3.3.29 

11 大野原八幡神社のクヌギ 観音寺市大野原町大野原 27 2.9 H20.3.21 

出典）香川県ホームページ「香川の保存木」 

 

表９ 都市公園面積（2023 年度末現在） 

公園名 所在地 面積（ｍ2） 

中央児童公園 観音寺町内新田 2583 番 1 642 

ひがし児童公園 天神町三丁目甲 3168 番 1 1,000 

山田児童公園 柞田町浜ノ内乙 2301 番 3 4,411 

明星児童公園 観音寺町白浜甲 1040 番 3 1,416 

見卓公園 琴浪町二丁目甲 2297 番 416 537 

柳町ふれあい広場 観音寺町白浜甲 1126 番 7 265 

柳町にぎわい広場 観音寺町下柳甲 3091 番 4 242 

はれはれ広場 観音寺町下柳甲 2978 番 3 588 

三本松近隣公園 三本松町四丁目甲 2143 番 21 5,445 

一の宮公園 豊浜町姫浜宮前後 98 番 ほか 41,122 

観音寺市総合運動公園 池之尻町山越 1071 番 3 134,500 

三本松緑地 三本松町四丁目甲 2143 番 50 12,177 

角の町小公園 観音寺町上松甲 3097 番 1 144 

観音寺小公園 観音寺町下柳甲 2983 番 13 404 

琴弾公園 観音寺市有明町 385,554 

瀬戸町ふれあい公園 瀬戸町三丁目甲 4120 番 59 782 

合計 589,229 

出典）観音寺市都市整備課資料    
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４ 基本目標４ 安全・安心で快適に暮らせるまちづくり 

（１）健康・快適な環境の保全 

（１－１） 大気環境の保全 

●大気測定地点 

表 10 大気測定項目 

物質 測定方法 測定地点 測定頻度 

二酸化硫黄* テレメータ法* 観音寺市役所 常時 

浮遊粒子状物質* 

テレメータ法 観音寺市役所 常時 

ローボリュームエアーサン

プラー法* 
豊浜支所、総合運動公園 月１回 

二酸化窒素 

テレメータ法 観音寺市役所 常時 

トリエタノールアミン法* 

（TEA 法） 

大野原支所、豊浜支所、総合運動

公園、一ノ谷公民館 
月１回 

オキシダント テレメータ法 観音寺市役所 常時 

微小粒子状物質*（PM2.5） テレメータ法 観音寺市役所 常時 

降下ばいじん* ダストジャー法* 観音寺市役所、豊浜支所 月１回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観音寺市役所 一ノ谷公民館 

総合運動公園 

大野原支所 

豊浜支所 

（参考）大気汚染に係る環境基準 

物質 環境上の条件 

二酸化硫黄 1時間値の1日平均値が0.04 ppm以下であり、かつ、

1時間値が0.1 ppm以下であること。 

浮遊粒子状物

質 

1時間値の1日平均値が0.10 mg/m3以下であり、かつ

1時間値が0.20 mg/m3以下であること。 

二酸化窒素 1時間値の1日平均値が0.04 ppmから0.06 ppmまで

のゾーン内又はそれ以下であること。 

光化学オキシ

ダント 

1時間値が0.06 ppm以下であること。 

微小粒子状物

質（PM2.5） 

1年平均値が15 μg/m3以下であり、かつ、1日平均値

が35 μg/m3以下であること。 
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●大気測定結果 

（常時測定による測定結果） 

表 11 環境基準の達成状況 

測定項目 2009 2015 2019 2020 2021 2022 2023 

二酸化硫黄 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

浮遊粒子状物質 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

二酸化窒素 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

光化学オキシダント* － × × × × × × 

微小粒子状物質（PM2.5） － × × × × ○ ○ 

○：環境基準達成 ×：未達成 －：未測定 

 

図 18 二酸化硫黄の年平均値 

 

 

図 19 浮遊粒子状物質の年間平均値 
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図 20 二酸化窒素の年平均値 

 

 

図 21 光化学オキシダントの基準値超過時間数 

 

 

図 22 微小粒子状物質（PM2.5）の年平均値 
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図 23 微小粒子状物質（PM2.5）の基準値超過日の季節ごとの割合 

 

（市独自測定の測定結果） 

 

図 24 浮遊粒子状物質の年平均値 

 

 

図 25 降下ばいじんの年平均値 
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図 26 二酸化窒素の年平均値 

 

◆成果指標 

成果指標 単位 2019 2020 2021 2022 2023 評価 

大気に係る環境基準達成率        

・二酸化硫黄(1 地点) ％ 100 100 100 100 100  

・二酸化窒素(1 地点) ％ 100 100 100 100 100  

・浮遊粒子状物質(1 地点) ％ 100 100 100 100 100  

大気に係る環境基準平均超過

時間 
       

・光化学オキシダント(1 地

点) 
時間 607 597 503 737 561  

・微小粒子状物質(PM2.5)(1

地点) 
日 1 4 1 1 0  

（備考）評価欄は、第２次観音寺市環境基本計画の基準年度である 2021 年に対する 2023 年度の進捗

状況を表しています。 
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（１－２） 水環境の保全 

●水質測定地点 

表 12 水質測定地点一覧 

 

地点番号 水域 地点名 一般 健康 その他 事業主体 

（河川・水質） 

1 財
田
川 

江藤橋 
○ ○ ○ 香川県 

 ○  観音寺市 

2 本山橋 ○  ○ 香川県 

3 稲積橋 ○  ○ 香川県 

4 一
の
谷

川 

小岡 ○  ○ 香川県 

5 観音寺市役所裏 ○   観音寺市 

6 豊橋 ○ ○ ○ 香川県 

7 

柞
田
川 

栄谷橋 ○   観音寺市 

8 豊稔池堰堤下流 ○   観音寺市 

9 落合橋 ○ ○ ○ 香川県 

10 柞田橋 ○   観音寺市 

11 黒淵橋 ○  ○ 香川県 

12 山田川 山田橋 ○   観音寺市 

13 白坂川 堂ノ本橋上流 ○   観音寺市 

14 吉田川 吉田橋上流 ○   観音寺市 

15 唐井手川 河原井手橋下流 ○   観音寺市 

16 苧扱川 有明橋下流 ○   観音寺市 

（海域・水質） 

17 
財
田
川
河
口
地

先 

有明沖  ○ ○ 観音寺市 

18 寛永通宝地先 ○  ○ 観音寺市 

19 Ko-2 ○   観音寺市 

20 観音寺港赤灯台 ○ ○ ○ 観音寺市 

21 三豊干拓沖  ○  観音寺市 

22 Hu-4 ○  ○ 香川県 

23 

白
坂
川 

河
口
地
先 

Ko-5 ○   観音寺市 

24 Hu-5 ○ ○ ○ 香川県 

25 Hu-6 ○  ○ 香川県 

26 Hu-9 ○  ○ 香川県 

27 Hu-10 ○  ○ 香川県 

28 
伊
吹
島

周
辺 

Ko-4 ○   観音寺市 

29 Hu-7 ○  ○ 香川県 

30 Hu-11 ○  ○ 香川県 

31 Ko-3 ○   観音寺市 

（海域・底質） 

17 燧灘東部 有明沖 ○ ○ ○ 観音寺市 

（地下水・水質） 

- 観音寺市室本町（概況調査地点）  ○  香川県 

- 観音寺市豊浜町和田（継続監視地点）  ○  香川県 

- 観音寺市豊浜町和田浜（継続監視地点）  ○  香川県 

- 観音寺市大野原町中姫（継続監視地点）  ○  香川県 

（溜池・水質） 

32 一ノ谷池 ○   観音寺市 

33 仁池 ○   観音寺市 

34 土井ノ池 ○   観音寺市 

35 岩鍋池 ○   観音寺市 

36 新池 ○   観音寺市 

37 豊稔池 ○   観音寺市 

38 丸山池 ○   香川県 

（ダム・水質） 

39 五郷ダム ○ ○ ○ 香川県 

40 粟井ダム ○ ○ ○ 香川県 
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●水質測定結果 

（河川・健康項目） 

表 13 環境基準達成状況（健康項目） 

地点
番号 

水域 地点 2009 2015 2019 2020 2021 2022 2023 

1 財田川 江藤橋（県）（※） － － － ○ － ○ － 

1 財田川 江藤橋（市） － － － － － － ○ 

6 一の谷川 豊橋（※） ○ ○ ○ － ○ － ○ 

9 柞田川 落合橋（※） － － － ○ － ○ － 
備考 1）測定項目については、環境基準点及び補足地点は全項目（27 物質）です。 
備考 2）環境基準達成状況の評価方法： 
達成 （○）：測定項目のうち、すべて環境基準値を満たしている場合 
未達成（×）：測定項目のうち、いずれかが環境基準値を満たしていない場合 
未測定（－） 

※：環境基準点（補足地点も含む）：赤塗り部分 

 

（参考）人の健康の保護に関する環境基準 

項目 基準値  項目 基準値 

カドミウム 0.003 mg/L以下  1,1,2-トリクロロエタン 0.006mg/L以下 

全シアン 検出されないこと  トリクロロエチレン 0.01 mg/L以下 

鉛 0.01 mg/L以下  テトラクロロエチレン 0.01 mg/L以下 

六価クロム 0.02 mg/L以下  1,3-ジクロロプロペン 0.002 mg/L以下 

砒素 0.01 mg/L以下  チウラム 0.006 mg/L以下 

総水銀 0.0005 mg/L以下  シマジン 0.003 mg/L以下 

アルキル水銀 検出されないこと  チオベンカルブ 0.02 mg/L以下 

PCB 検出されないこと  ベンゼン 0.01 mg/L以下 

ジクロロメタン 0.02 mg/L以下  セレン 0.01 mg/L以下 

四塩化炭素 0.002 mg/L以下  硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 10 mg/L以下 

1,2-ジクロロエタン 0.004 mg/L以下  ふっ素 0.8 mg/L以下 

1,1-ジクロロエチレン 0.1 mg/L以下  ほう素 1 mg/L以下 

シス-1,2-ジクロロエチレン 0.04 mg/L以下  1,4-ジオキサン 0.05 mg/L以下 

1,1,1-トリクロロエタン 1 mg/L以下    
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（河川・生活環境項目） 

表 14 環境基準達成状況（BOD*） 

地点
番号 

水
域 

地点 
類型 

（基準値） 
2009 2015 2019 2020 2021 2022 2023 

1 
財
田
川 

江藤橋（※） 
Ｂ 

（3mg/L） 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

2 本山橋（※） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

3 稲積橋（※） × ○ ○ ○ × × × 

4 一
の
谷
川 

小岡（※） 
Ｄ 

（8mg/L） 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

5 市役所裏 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

6 豊橋（※） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

7 

柞
田
川 

栄谷橋 

Ｂ 

（3mg/L） 

－ － ○ ○ ○ ○ ○ 

8 豊稔池堰堤 － － ○ ○ ○ × × 

9 落合橋（※） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

10 柞田橋 × ○ × ○ × ○ ○ 

11 黒淵橋（※） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

備考 1）環境基準達成状況の評価方法： 
達成 （○）：日間平均値が環境基準を満たしていない日数÷総測定日数環境基準適合≦0.25 
未達成（×）：日間平均値が環境基準を満たしていない日数÷総測定日数環境基準適合＞0.25 
未測定（－） 

※：環境基準点（補足地点も含む）：赤塗り部分 

 

 

図 27 財田川における BOD 年平均値の推移 

 

図 28 一の谷川における BOD 年平均値の推移 
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図 29 柞田川における BOD 年平均値の推移 

 

（海域・健康項目） 

表 15 環境基準達成状況（健康項目） 

地点
番号 

水域 地点 
類
型 

2009 2015 2019 2020 2021 2022 2023 

17 財
田
川
河

口
地
先 

有明沖 

Ａ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

20 観音寺港赤灯台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

21 三豊干拓沖 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

25 
白
坂
川 

河
口
地
先 

Hu-5（※） － － － ○ － － ○ 

備考 1）測定項目については、環境基準点及び補足地点は全項目（27 物質）、それ以外の地点はカドミウム、全
シアン、鉛、六価クロム、砒素、総水銀の６物質としています。 
備考 2）環境基準達成状況の評価方法： 
達成 （○）：測定項目のうち、すべて環境基準値を満たしている場合 
未達成（×）：測定項目のうち、いずれかが環境基準値を満たしていない場合 
未測定（－）  

※：環境基準点（補足地点も含む）：赤塗り部分 
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（海域・生活環境項目） 

表 16 環境基準達成状況（COD*） 

地点
番号 

水 
域 

地点 
類型 

（基準値） 
2009 2015 2019 2020 2021 2022 2023 

18 財
田
川
河
口
地

先 

寛永通宝地先 

Ａ 
（2mg/L） 

× × × × × × × 

19 
Ko-2（表層） × × × × × × ○ 

Ko-2（底層） ○ × × × × × × 

20 観音寺港赤灯台 × × × ○ × × × 

22 Hu-4（※） × × × × × × × 

23 白
坂
川
河
口
地
先 

Ko-5（表層） － × × × × × × 

Ko-5（底層） － × × × × × × 

24 Hu-5（※） × × × × × × × 

25 Hu-6（※） × × × × × × × 

26 Hu-9（※） × × × × × × × 

27 Hu-10（※） × × × × × × × 

28 
伊
吹
島
周
辺 

Ko-4（表層） ○ × × × × × × 

Ko-4（底層） × × × × × × × 

29 Hu-7（※） × × × × × × × 

30 Hu-11（※） － × × ○ ○ × × 

31 
Ko-3（表層） × × × × × × ○ 

Ko-3（底層） × × × × × ○ × 
備考 1）環境基準達成状況の評価方法： 
達成 （○）：日間平均値が環境基準を満たしていない日数÷総測定日数環境基準適合≦0.25 
未達成（×）：日間平均値が環境基準を満たしていない日数÷総測定日数環境基準適合＞0.25 
未測定（－） 

※：環境基準点（補足地点も含む）：赤塗り部分 

 

 

図 30 財田川河口地先における COD 年平均値の推移 
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図 31 白坂川河口地先における COD 年平均値の推移 

 

図 32 伊吹島周辺における COD 年平均値の推移 
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表 17 環境基準達成状況（全窒素*） 

地点

番号 
水域 地点 

類型 

（基準値） 
2009 2015 2019 2020 2021 2022 2023 

18 財
田
川 

河
口
地
先 

寛永通宝地先 

海域Ⅱ 
（0.3mg/L） 

○ ○ ○ × × × × 

20 観音寺港赤灯台 × × × × × × × 

22 Hu-4（※） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

24 

白
坂
川 

河
口
地
先 

Hu-5（※） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

25 Hu-6（※） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

26 Hu-9（※） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

27 Hu-10（※） × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

29 伊
吹
島

周
辺 

Hu-7（※） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

30 Hu-11（※） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

備考 1）環境基準達成状況の評価方法： 
達成 （○）：年平均値が環境基準を満たす場合 
未達成（×）：年平均値が環境基準を満たしていない場合 
未測定（－） 

※：環境基準点（補足地点も含む）：赤塗り部分 

 

表 18 環境基準達成状況（全リン*） 

地点

番号 
水域 地点 

類型 

（基準値） 
2009 2015 2019 2020 2021 2022 2023 

18 財
田
川 

河
口
地
先 

寛永通宝地先 

海域Ⅱ 
（0.03mg/L） 

× × × × × × × 

20 観音寺港赤灯台 × × × × × × × 

22 Hu-4（※） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

24 

白
坂
川 

河
口
地
先 

Hu-5（※） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

25 Hu-6（※） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

26 Hu-9（※） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

27 Hu-10（※） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

29 伊
吹
島

周
辺 

Hu-7（※） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

30 Hu-11（※） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

備考 1）環境基準達成状況の評価方法： 
達成 （○）：年平均値が環境基準を満たす場合 
未達成（×）：年平均値が環境基準を満たしていない場合 
未測定（－） 

※：環境基準点（補足地点も含む）：赤塗り部分 
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表 19 環境基準達成状況（水生生物） 

地点

番号 
水域 地点 類型 2009 2015 2019 2020 2021 2022 2023 

22 
燧灘 

東部 

Hu-4（※） 
生物 

特Ａ 

－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

24 Hu-5（※） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

30 Hu-11（※） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
備考 1）環境基準達成状況の評価方法： 
達成 （○）：測定項目のうち、すべて環境基準値を満たしている場合 
未達成（×）：測定項目のうち、いずれかが環境基準値を満たしていない場合 
未測定（－） 

※：環境基準点（補足地点も含む）：赤塗り部分 

 

（海域・底質） 

表 20 海域の底質調査結果 

地

点

番

号 

水
域 

地
点 

測定項目 単位 2009 2015 2019 2020 2021 2022 2023 

17 

燧
灘
東
部 

有
明
沖 

pH* - 7.2 7.4 7.3 8.0 7.8 7.5 7.1 

COD mg/g 0.7 0.8 0.5 0.6 0.8 0.8 0.9 

カドミウム mg/kg <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 

鉛 mg/kg 2.20 5.30 4.20 3.70 4.00 3.20 3.90 

砒素 mg/kg 5.20 6.97 5.80 4.90 7.80 7.50 8.6 

総水銀 mg/kg 0.04 0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 

総クロム mg/kg 2.20 20.8 10.5 6.8 7.5 7.6 10.5 

 

図 33 海域・底質における各測定項目の推移 
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（ため池/ダム・富栄養化） 

表 21 各地点における富栄養化調査結果（2023 年度実績） 

地点 
番号 

地点名 
測定結果 [mg/L] BOD/COD [mg/L] 

BOD COD T-N T-P  5 10 15 20  

32 一ノ谷池 4.3 12 1.4 0.06 
           

             

33 仁池 4.3 12 1.4 0.22 
         

              

34 土井ノ池 5.4 13 1.1 0.19 
         

           

35 岩鍋池 4.6 8.7 1.3 0.23 
         

           

36 新池 3.9 14 1.5 0.22 
         

           

37 豊稔池 5.5 10 0.7 0.06 
         

         

38 丸山池 － 3.8 0.7 0.01 
         

         

39 五郷ダム 1.4 2.5 0.9 0.01 
         

         

40 粟井ダム 0.8 2.7 1.0 0.01 
         

         

－：未測定 

（地下水・生活環境項目） 

表 22 令和５年度地下水測定結果（概況調査） 

調査項目 
調査 

地点数 

検出 

地点数 

環境基準 

超過地点数 
環境基準値 

1,1-ジクロロエチレン １ ０ ０ 0.1 mg/L 以下 

1,2-ジクロロエチレン １ ０ ０ 0.04 mg/L 以下 

トリクロロエチレン １ ０ ０ 0.01 mg/L 以下 

テトラクロロエチレン １ ０ ０ 0.01 mg/L 以下 

クロロエチレン １ ０ ０ 0.002 mg/L 以下 

 

表 23 令和５年度地下水測定結果（継続監視調査） 

調査項目 
調査 

地点数 

検出 

地点数 

環境基準 

超過地点数 
環境基準値 

テトラクロロエチレン １ １ ０ 0.01 mg/L 以下 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 ２ ２ １ 10 mg/L 以下 

 

（検出状況） 

地区名 検出物質名 濃度（mg/L） 環境基準の超過 

大野原町中姫 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 8.3  

豊浜町和田 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 14 超過 

本大町 テトラクロロエチレン 0.0032  
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●生活排水処理施設整備状況 

 
出典）観音寺市「統計かんおんじ」 

図 34 生活排水処理施設の普及状況の推移 

 

出典）観音寺市「統計かんおんじ」 

図 35 公共下水道普及状況の推移 

◆成果指標 

成果指標 単位 2019 2020 2021 2022 2023 評価 

公共用水域に係る環境基準達成率        

・健康項目(河川,３地点※) ％ 100 100 100 100 100  

・生活環境項目 

(河川・BOD,７地点※) 
％ 100 100 86 86 86  

・健康項目(海域,１地点※) ％ － 100 － － 100  

・生活環境項目(海域・COD,７地

点※) 
％ 0 14 14 0 0 

 

・生活環境項目(海域・全窒素,

７地点※) 
％ 100 100 100 100 100  

・生活環境項目(海域・全リン,

７地点※) 
％ 100 100 100 100 100  

汚水処理人口普及率 ％ 60.7 62.2 63.8 65.5 66.6 
 

（備考）評価欄は、第２次観音寺市環境基本計画の基準年度である 2021 年に対する 2023 年度の進捗

状況を表しています。  
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（１－３） 土壌・地盤環境の保全と化学物質対策の推進 

（ダイオキシン類環境監視調査結果） 

表 24 水域におけるダイオキシン類環境監視調査結果 
（単位: pg-TEQ/L） 

水域 地点 2009 2015 2019 2020 2021 2022 2023 
環境 
基準 

（水質・河川） 

一の谷川 豊橋 0.36 0.78 － － － － 0.85 

1 柞田川 落合橋 0.11 0.08 － － 0.12 － － 

財田川 江藤橋 0.15 － － － － 0.12 － 

（水質・海域） 

燧灘東部 Hu-5 － － － 0.067 － 0.069 － 1 

（底質・河川） 

一の谷川 豊橋 － － － － － － 4.6 

150 財田川 江藤橋 － － － － － 0.51 － 

柞田川 落合橋 － － － － 1.7 － － 

未測定(－) 

 

表 25 土壌におけるダイオキシン類環境監視調査結果 
（単位: pg-TEQ/g）        

測定地点 測定年度 測定結果 環境基準 

観音寺市観音寺町 2008 0.36 

1000 

観音寺市豊浜町和田浜 2008 0.027 

観音寺市柞田町 2009 0.11 

観音寺市豊浜町 2009 0.027 

観音寺市豊浜町和田浜 2010 0.28 

観音寺市三本松町 2011 0.47 

観音寺市大野原町内野々 2013 4.4 

観音寺市出作町  2014 0.43 

観音寺市大野原町 2015 0.17 

観音寺市観音寺町 2016 2.1 

観音寺市豊浜町 2016 0.1 

観音寺市出作町  2017 0.13 

観音寺市三本松町 2022 4.0 

 

◆成果指標 

成果指標 単位 2019 2020 2021 2022 2023 評価 

ダイオキシン類の環境基準

達成率 
％ － 100 100 100 100  

（備考）評価欄は、第２次観音寺市環境基本計画の基準年度である 2021 年に対する 2023 年度の進捗

状況を表しています。 
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（１－４） 騒音・振動・悪臭・光害対策の推進 

●騒音対策 

（騒音測定地点） 

表 26 騒音測定地点一覧（環境騒音） 

地点
番号 

地点名 
類型 

車
線 

測定項目 

環境
基準 

一般
地域 

道路に面する地域 

1 川原自治会館（観音寺町甲 3308） Ｃ － ○   

2 観音寺こども園（観音寺町甲 2558-2） Ｂ － ○   

3 西公民館（港町 2-9-40） Ｃ － ○   

4 瀬戸町一丁目自治会館（瀬戸町 1-11-23） Ｃ － ○   

5 一ノ谷公民館（古川町 85-1） － － ○   

6 柞田町下出（個人宅） Ａ － ○   

7 高屋町岡西（個人宅） － ２  ○ （県道丸亀詫間豊浜線） 

8 下出出荷場（柞田町甲 1302-1） Ｂ ２  ○ （県道粟井観音寺線） 

9 木之郷公民館（木之郷町 795） － ２  ○ （県道粟井観音寺線） 

10 粟井公民館（粟井町 1516） － ２  ○ （県道粟井観音寺線） 

11 観音寺市総合運動公園（池之尻町 1071-3） － ２  ○ （県道観音寺善通寺線） 

12 高樋下公民館（中田井町 452-4） － ２  ○ （県道観音寺善通寺線） 

13 子育て支援センター（大野原町萩原 2354） － ２  ○ （県道丸井萩原豊浜線） 

14 豆塚公民館（大野原町大野原 6924-2） － ２  ○ （県道丸井萩原豊浜線） 

15 豊稔大橋付近公衆トイレ － ２  ○ （県道大野原川之江線） 

表 27 騒音測定地点一覧（自動車要請限度） 

地点
番号 

地点名 
類型 

車線 
要請限度 

16 協道標識前（植田町 1130-1） ｃ ２ 

17 11 号線柞田山王（個人宅） ｃ ２ 

18 豊浜支所（豊浜町和田浜 1531-1） ｂ ２ 

表 28 騒音評価区間一覧（自動車騒音常時監視） 

路線名 
車
線
数 

路
線
延
長 

評
価
区
間 

ローテ

ーショ

ン年数 

面的評価の実施状況 

km km 年 2019 2020 2021 2022 2023 

高松自動車道 ４ 14.2 10.4 ５  10.4    

国道 11 号 ２ 14.8 14.7 ５     14.7 

国道 377 号 ２ 8.1 8.1 ５    8.1  

県道観音寺池田線 ２ 6.1 6.0 ５  6.0    

県道込野観音寺線 ２ 5.0 5.0 ５   5.0   

県道観音寺佐野線 ２ 5.1 4.9 ５ 4.9     

県道丸亀詫間豊浜線 ２ 5.6 5.6 ５ 5.6     

県道観音寺善通寺線 ２ 3.7 3.6 ５  3.6    

県道黒渕本大線 ２ 4.7 4.7 ５   4.7   

県道観音寺港線 ２ 0.9 0.9 ５   0.9   

県道観音寺（港）観音寺（停）線 ２ 1.7 1.7 ５ 1.7     

県道福田原観音寺線 ２ 5.7 5.3 ５     5.3 



32 

 

 

 

  

評価済み区間

監視対象区間

18

6

2 16

1

17

3
5

騒音測定地点

4 8

11

14
13

10

9

12

7

15
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（騒音測定結果） 

表 29 環境基準の達成状況 

地
点
番
号 

測定地点 
時
間
帯 

測定結果(dB) 

2009 2015 2019 2020 2021 2022 2023 環境基準値 

（一般環境）          

1 川原自治会館 

昼間 
〇 
(55) 

○ 
(51) 

○ 
(49) 

○ 
（50） 

○ 
（49） 

○ 
(50) 

○ 
(49) 

60 

夜間 
〇 
(48) 

○ 
(50) 

○ 
(44) 

○ 
（44） 

○ 
（41） 

○ 
(44) 

○ 
(42) 

50 

2 観音寺こども園 

昼間 
× 
(57) 

○ 
(44) 

○ 
(40) 

○ 
（36） 

－ 
○ 
(51) 

○ 
(40) 

55 

夜間 
〇 
(34) 

○ 
(38) 

○ 
(36) 

○ 
（34） 

－ 
○ 
(38) 

○ 
(44) 

45 

3 西公民館 

昼間 － － 
○ 
(59) 

○ 
（59） 

○ 
（60） 

○ 
(59) 

－ 60 

夜間 － － 
○ 
(48) 

× 
（55） 

× 
（55） 

× 
(54) 

－ 50 

4 
瀬戸町一丁目自
治会館 

昼間 － － 
○ 
(49) 

○ 
（49） 

○ 
（49） 

○ 
(50) 

○ 
(49) 

60 

夜間 － － 
○ 
(42) 

○ 
（43） 

○ 
（41） 

○ 
(42) 

○ 
(42) 

50 

5 一ノ谷公民館 

昼間 － － 
 

(48) 
 

（48） 
 

（51） 
 

(54) 
 

(55) 
無 

夜間 － － 
 

(43) 
 

（44） 
 

（42） 
 

(44) 
 

(44) 
無 

6 柞田下出 

昼間 
〇 
(47) 

○ 
(51) 

○ 
(46) 

○ 
（47） 

○ 
（49） 

○ 
(52) 

○ 
(48) 

55 

夜間 
〇 
(40) 

○ 
(42) 

○ 
(40) 

○ 
（40） 

○ 
（38） 

○ 
(39) 

○ 
(41) 

45 

備考）カッコ内は測定値です。 
達成 （○）：測定値が環境基準値又は要請限度値を満たす場合 
未達成（×）：測定値が環境基準値又は要請限度値を満たしていない場合 
未測定（－） 
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表 30 自動車要請限度の達成状況 

地
点
番
号 

測定地点 
時
間
帯 

測定結果(dB) 

2009 2015 2019 2020 2021 2022 2023 要請限度値 

16 協道標識前 

昼間 
〇 
(65) 

○ 
(63) 

○ 
(66) 

○ 
（68） 

○ 
（62） 

○ 
（64） 

○ 
（66） 

75 

夜間 
〇 
(62) 

○ 
(60) 

○ 
(63) 

○ 
（64） 

○ 
（57） 

○ 
（60） 

○ 
（64） 

70 

17 
11 号線柞田山
王 

昼間 
〇 
(69) 

○ 
(69) 

○ 
(68) 

○ 
（69） 

○ 
（69） 

○ 
（68） 

○ 
（68） 

75 

夜間 
〇 
(65) 

○ 
(66) 

○ 
(65) 

○ 
（66） 

○ 
（66） 

○ 
（65） 

○ 
（64） 

70 

18 豊浜支所 

昼間 － 
○ 
(70) 

○ 
(65) 

○ 
（65） 

○ 
（66） 

○ 
（65） 

○ 
（66） 

75 

夜間 － 
○ 
(66) 

○ 
(65) 

○ 
（62） 

○ 
（63） 

○ 
（63） 

○ 
（62） 

70 

備考）カッコ内は測定値です。 
達成 （○）：測定値が環境基準値又は要請限度値を満たす場合 
未達成（×）：測定値が環境基準値又は要請限度値を満たしていない場合 
未測定（－） 

 

表 31 自動車騒音常時監視評価結果（2019 年～2023 年実施分） 

（戸数） 

道
路
の
種
類 

面的評価*結果（全体） 面的評価結果（近接空間*） 面的評価結果（非近接空間*） 

住
居
等
戸
数 

昼
夜
と
も
基
準
値
以
下 

昼
の
み
基
準
値
以
下 

夜
の
み
基
準
値
以
下 

昼
夜
と
も
基
準
値
超
過 

住
居
等
戸
数 

昼
夜
と
も
基
準
値
以
下 

昼
の
み
基
準
値
以
下 

夜
の
み
基
準
値
以
下 

昼
夜
と
も
基
準
値
超
過 

住
居
等
戸
数 

昼
夜
と
も
基
準
値
以
下 

昼
の
み
基
準
値
以
下 

夜
の
み
基
準
値
以
下 

昼
夜
と
も
基
準
値
超
過 

高
速
自
動
車

国
道 

330 
330 

(100) 

0 

(0.0) 

0 

(0.0) 

0 

(0.0) 
143 

143 

(100) 

0 

(0.0) 

0 

(0.0) 

0 

(0.0) 
187 

187 

(100) 

0 

(0.0) 

0 

(0.0) 

0 

(0.0) 

一
般
国
道 

1332 
1316 

(98.8) 

16 

(1.2) 

0 

(0.0) 

0 

(0.0) 
530 

515 

(97.2) 

15 

(2.8) 

0 

(0.0) 

0 

(0.0) 
802 

801 

(99.9) 

1 

(0.1) 

0 

(0.0) 

0 

(0.0) 

都
道
府
県
道 

3279 
3276 

(99.9) 

1 

(0.0) 

2 

(0.1) 

0 

(0.0) 
1372 

1371 

(99.9) 

1 

(0.1) 

0 

(0.0) 

0 

(0.0) 
1907 

1905 

(99.9) 

0 

(0.0) 

2 

(0.1) 

0 

(0.0) 

全
体 

4941 
4922 

(99.6) 

17 

(0.3) 

2 

(0.1) 

0 

(0.0) 
2045 

2029 

(99.2) 

16 

(0.8) 

0 

(0.0) 

0 

(0.0) 
2896 

2893 

(99.9) 

1 

(0.0) 

2 

(0.1) 

0 

(0.0) 

備考）カッコ内は、割合を示しています。 
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図 36 面的評価結果（全体）（2019 年～2023 年実施分） 

 

●振動対策 

（振動測定地点） 

表 32 振動測定地点 

地点
番号 

地点名 
区域 

自動車振動要請限度 

1 協道標識前（観音寺市植田町 1130-1） 第２種 

2 11 号線柞田山王（個人宅） 第２種 

 

330 （100%）

1,316 （98.8%）

3,276 （99.9%）

4,922 （99.6%）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高速自動車国道

一般国道

都道府県道

全体

面的評価結果（全体）

昼夜とも基準値以下

昼のみ基準値以下

夜のみ基準値以下

昼夜とも基準値超過

凡 例 

  ：測定箇所 

協道標識前 

11 号線柞田山王 
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（振動測定結果） 

表 33 自動車振動における要請限度の達成状況 

地点
番号 

測定地点 
時間
帯 

測定結果(dB) 

2009 2015 2019 2020 2021 2022 2023 
要請 
限度 

1 協道標識前 

昼間 
○ 

（37） 
○ 

（52） 
○ 

（37） 
○ 

（35） 
○ 

（31） 
○ 

（31） 
○ 

（30） 
70 

夜間 
○ 

（34） 
○ 

（48） 
○ 

（35） 
○ 

（31） 
○ 

（27） 
○ 

（26） 
○ 

（25） 
65 

2 
11 号線柞田 
山王 

昼間 
○ 

（33） 
○ 

（44） 
○ 

（39） 
○ 

（40） 
○ 

（39） 
○ 

（41） 
○ 

（35） 
70 

夜間 
○ 

（30） 
○ 

（41） 
○ 

（33） 
○ 

（35） 
○ 

（32） 
○ 

（34） 
○ 

（28） 
65 

備考）カッコ内は測定値です。 
達成 （○）：測定値が要請限度値を満たす場合 
未達成（×）：測定値が要請限度値を満たしていない場合 
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●悪臭対策 

（悪臭の現況と対策） 

表 34 悪臭苦情の発生状況及び行政対応 

年度 
2019 2020 2021 

 
（参考）「7.野
外焼却」の内訳  

（参考）「7.野
外焼却」の内訳  

（参考）「7.野
外焼却」の内訳 

悪
臭
苦
情
の
発
生
状
況 

苦情件数 58  51  38  

（内訳）    

Ⅰ． 事業場    

１． 畜産農業 4 15 4 16 5 11 

 養豚業   1    

 養牛業       

 養鶏業 2  2  2  

 農地 1 14 1 13 2 11 

 堆肥 1  1 2   

 その他  1  1 1  

２． 飼料・肥料製造工場 0 0 0 0 0 0 
 複合肥料製造工場       

３． 食料品製造工場 0 0 0 0 1 0 

４． 化学工場 4 0 0 0 1  
 無機化学工業製品製造工場 2    0 0 

 プラスチック工場 2      

５． その他の製造工場 0 0 1 0 0 0 

 印刷工場       

 その他のパルプ・紙工場   1    

 その他       

６． サービス業・その他 0 5 1 6 1 0 

 食料品店    1 1  
 飲食店 0 1  1   
 その他 0 4  4   

７． 野外焼却（事業場）※１ 20 - 22 - 11 - 

（小計・事業場） 28  29  18  

Ⅱ． 事業場以外    

７． 野外焼却（事業場以外）※２ 28 - 22 - 15 - 

８． 移動発生源 0 0 0 0 1  

９． 建設作業現場 0 0 0 0 0 0 

10． 下水・用水 2 2 0 0 4 0 
 その他の水路 2 2   4  

11． ごみ集積所 0 0 0 0 0 0 

12． 個人住宅・アパート・寮 0 26 0 0 0 15 
 ごみ焼き※３  26  19  15 

13． 不明 0  0 3 0 0 

（小計・事業場以外） 30  22  20  

行
政
対
応 

立入検査 3 1 1 

報告 1 1 1 

測定 

測定事業所数 1 1 1 

測定検体数 10 3 3 

（うち、不適合検体数） 0 2 1 

行政指導 0 0 0 

勧告 0 0 0 

命令 0 0 0 

出典）観音寺市生活環境課資料   



38 

 

表 34 悪臭苦情の発生状況及び行政対応（続き） 

年度 
2022 2023 

 
（参考）「7.野
外焼却」の内訳  

（参考）「7.野
外焼却」の内訳 

悪
臭
苦
情
の
発
生
状
況 

苦情件数 27  32  

（内訳）   

Ⅰ． 事業場   

１． 畜産農業 4 6 3 10 

 養豚業     

 養牛業 1    

 養鶏業 1    

 農地 2 6 2 10 

 堆肥     

 その他   1  

２． 飼料・肥料製造工場 0 0 1 0 
 その他   1  

３． 食料品製造工場 1 0 0 0 

 発酵食料品製造工場 1    

４． 化学工場 1 0 0 0 
 FRP 製品製造工場 1    

 プラスチック工場     

５． その他の製造工場 0 0 0 0 

 印刷工場     

 その他のパルプ・紙工場     

 その他     

６． サービス業・その他 0 2 0 5 

 一般事務所    1 
 運送業    2 
 その他  2  2 

７． 野外焼却（事業場）※１ 8  15  

（小計・事業場） 14  19  

Ⅱ． 事業場以外   

７． 野外焼却（事業場以外）※２ 12  13  

８． 移動発生源 0 0 0 0 

９． 建設作業現場 0 0 0 0 

10． 下水・用水 1 0   
 その他の水路 1    

11． ごみ集積所     

12． 個人住宅・アパート・寮 0 10 0 12 
 ごみ焼き※３  10  12 

13． 不明  2  1 

（小計・事業場以外） 13  13  

行
政
対
応 

立入検査 1 0 

報告 0 0 

測定 

測定事業所数 0 0 

測定検体数 0 0 

（うち、不適合検体数） 0 0 

行政指導 0 0 

勧告 0 0 

命令 0 0 
出典）観音寺市生活環境課資料      
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2020 年度 2021 年度 

  

2022 年度 2023 年度 

  

出典）「地図データ」（国土地理院）（https://maps.gsi.go.jp/）をもとに観音寺市作成 

図 37 観音寺市の野焼き発生マップ 
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●公害苦情の現況 

 
注）「振動」及び「土壌汚染*」、「地盤沈下」は苦情件数がないため、表示していない。 

出典）観音寺市生活環境課資料 

図 38 公害苦情件数の推移 

 

◆成果指標 

成果指標 単位 2019 2020 2021 2022 2023 評価 

騒音に係る環境基準達成率        

・一般地域(6 地点) ％ 100 80 80 80 100 
 

自動車騒音の要請限度達成率(3
地点) 

％ 100 100 100 100 100 
 

自動車騒音常時監視の環境基準
達成率 

％ 98.1 98.5 98.6 98.6 99.6 
 

騒音に係る苦情件数 件 7 6 4 5 1 
 

自動車振動の要請限度達成率(3
地点) 

％ 100 100 100 100 100 
 

振動に係る苦情件数 件 0 0 0 0 0 
 

悪臭に係る苦情件数 件 58 51 38 25 32 
 

（備考）評価欄は、第２次観音寺市環境基本計画の基準年度である 2021 年に対する 2023 年度の進捗

状況を表しています。 
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140

160

2019 2020 2021 2022 2023

件
数

[件
]

その他（不法投棄）

悪臭

騒音

水質汚濁

大気汚染
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５ 基本目標５ 環境を守り育てるひとづくり、地域づくり 

（１）環境を守り育てるひとづくり 

表 35 環境推進員制度一覧 

制度 内容 

香川県地球温暖化防

止活動推進員 

香川県では、地球温暖化対策の推進に関する法律に基づき、地域や職場に

おいて、温暖化対策に関する普及啓発や温暖化対策を推進することを目的

に設置しています。 

香川県環境監視員 香川県では、生活区域内での産業廃棄物の不適正処理、水質汚濁、大気汚

濁等を未然に防止することにより生活環境の保全を図ることを目的に設置

しています。 

香川県水環境保全推

進員 

香川県では、「残したい香川の水環境 50 選」の選定地域において、地域の

自主的かつ積極的な保全活動を促進し、水環境保全意識の高揚を図ること

を目的に設置しています。 

観音寺市美しいまち

づくり推進員 

観音寺市では、観音寺市美しいまちづくり条例に基づき、地域における環

境美化の活動を促進することを目的に、観音寺市地区環境衛生組合連合会

の構成員及び環境美化に関する理解と協力が得られるものを推進員として

委嘱しています。 

 

（２）協働の仕組みづくり 

表 36 観音寺エコアダプトロード活動団体数 

 2019 2020 2021 2022 2023 

エコアダプトロード活動団体数 42 42 43 44 44 

 

表 37 県・市連携事業一覧 

取組 内容 

香川県地域における

環境学習推進事業 

香川県では、子供から大人までが身近な場で気軽に環境学習を行えるよ

う、市町と連携して地域における環境機会の提供を行っています。 

かがわ里海大学「海

ホタル観察講座」 

香川県では、水質の良いところに棲んでいるウミホタルの採集・観察を通し

て里海への関心を深めることを目的に、本講座を県下で開催しています。 

かがわ里海大学「カ

ニ博士になろう！講

座」 

香川県では、カニに注目して採集・観察を行い、里海の生き物に興味や知

識を深めることを通じて、「里海」についての理解を深めるため、本講座を

県下で開催しています。 

（３）環境ビジネスの促進 

表 38 環境配慮型事業者認証制度 

取組 内容 

香川県認定環境配慮

モデル 

香川県では、環境負荷の低減の取組みで、模範となる県内の事業所と廃棄

物等を使用し環境に配慮した製品を認定環境配慮モデル事業所又は製品と

して認定しています。 

 
○認定環境配慮モデル事業所数（令和３年度末現在） １社 

○認定環境配慮モデル製品（令和３年度末現在） １件 

エコアクション 21 エコアクション 21 とは、環境省が策定した日本独自の環境マネジメントシ

ステムです。 
 

○観音寺市内の認証・登録事業者 ５件 



42 

 

 

出典）環境省「地域産業連関表」「地域経済計算」 

図 39 観音寺市における地域移輸出入収支額の推移 

 

◆成果指標 

成果指標 単位 2019 2020 2021 2022 2023 評価 

エコアダプトロード団体数 団体 42 42 43 44 44 
 

海岸・河川清掃参加人数 人 4,502 2,553 430 3,090 4,175 
 

環境学習参加者数 人/年 496 68 73 456 551 
 

環境推進員の養成数（累積） 人 12 13 13 11 9 
 

（備考）評価欄は、第２次観音寺市環境基本計画の基準年度である 2021 年に対する 2023 年度の進捗

状況を表しています。 
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用語説明 

アルファベット/数字 

■BOD（生物化学的酸素要求量） 
水中の有機物が好気性微生物によって分解される時に必要な酸素量を表し、河川における有機物の水質汚濁の

指標である。 

■COD（化学的酸素要求量） 
水中の有機物が酸化剤によって化学的に酸化される時に必要な酸素量を表し、湖沼や海域における有機物の水

質汚濁の指標である。 

■pH（水素イオン指数） 
水中の水素イオン濃度を表し、水質が酸性・中性・アルカリ性を把握するための指標となる。 

■T-N（全窒素） 
窒素を含む汚濁物質の総称であり、アンモニウムイオンや硝酸性窒素などの無機態窒素やたんぱく質などの有

機態窒素から構成される。 

■T-P（全リン） 
リンを含む汚濁物質の総称であり、リン酸イオンなどの無機態リンや有機態リンから構成される。公共用水域

の富栄養化を引き起こす原因物質となっている。 

 

ア行 

■温室効果ガス 
大気圏にあって、地表から放射された赤外線の一部を吸収することにより温室効果をもたらす気体の総称。対

流圏オゾン、二酸化炭素、メタン等が該当する。地球温暖化の主な原因とされている。 

 

カ行 

■環境基準 
環境基本法により国が定めているもので、「人の健康を保護し、及び生活環境を保全する上で維持されることが

望ましい」とされている基準のこと。大気の汚染、水質の汚濁、土壌の汚染及び騒音の 4つについて基準が定めら

れている。 

■気候変動 
気候変動枠組条約では、地球の大気の組成を変化させる人間活動に直接又は間接に起因する気候の変化であっ

て、比較可能な期間において観測される気候の自然な変動に対して追加的に生ずるものと定義されている。 

■近接空間 
幹線交通を担う道路に近接する空間で、幹線交通を担う道路の車線数の区分に応じ、道路端から以下に示す距

離の範囲をいう。 

（1）２車線以下の車線を有する幹線交通を担う道路  : 15m 

（2）２車線を越える車線を有する幹線交通を担う道路 : 20m 

■グリーンツーリズム 
グリーンツーリズムとは、「農山漁村などに長く滞在し、農林漁業体験やその地域の自然や文化に触れ、地元の

人々との交流を楽しむ旅」という意味。長期バカンスを楽しむことの多いヨーロッパ諸国で普及した旅のスタイ

ルで、日本でも最近“新しい旅のカタチ”として関心を集めている。ひとつの場所に長く滞在し、様々な田舎暮ら

し体験をする。当然、単なる観光旅行とは異なり、手に入れる感動もより深く、大きなものになるのがグリーンツ

ーリズムの大きな魅力である 

■光化学オキシダント（OX） 
昼間の紫外線が強い時に、窒素酸化物と炭化水素の光化学反応によって生じたオゾンなどの酸化性物質の総称

である。強力な酸化作用を持ち健康被害を引き起こす大気汚染物質である。 

■降下ばいじん 
降下ばいじんとは、大気中に排出されたばいじん（燃料その他の物の燃焼又は熱源として電気の使用に伴い発

生するすすや固体粒子）や風により地表から舞い上がった粉じん（物の破壊、選別等の機械的処理又は鉱石や土砂

の推積に伴い発生し、又は飛散する物質）等のうち、比較的粒径が大きく重いために大気中で浮かんでいられずに

落下（降下）するもの、あるいは雨や雪などに取り込まれて降下するもののこと。 

■小型家電 
デジタルカメラやゲーム機等の小型電子機器等のこと。 

■固定価格買取制度 
Feed-in Tariffs（FIT）とも呼ばれる、エネルギーの買取価格（タリフ）を法律で定める方式の助成制度。主に

再生可能エネルギーの普及拡大と価格低減の目的で用いられる。 

 

サ行 

■再資源化（リサイクル） 
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ごみを原料として再利用すること。具体的には、使用済み製品や生産工程から出るごみなどを回収し、利用しや

すいように処理して、新しい製品の材料もしくは原料として使うことを指す。 

■再生可能エネルギー 
太陽光や太陽熱、風力、水力、地熱、バイオマスなど、一度利用しても比較的短期間に再生が可能であり、資源

が枯渇しないエネルギーを指す。石油、石炭などの化石燃料と異なり、発電時や熱利用時に二酸化炭素（CO2）を

ほとんど排出しない。 

 

タ行 

■大気中の粒子状物質 
大気中の粒子状物質は、「降下ばいじん」と「浮遊粉じん」に大別され、さらに「浮遊粉じん」は環境基準の設

定されている粒径 10μm以下の浮遊粒子状物質（SPM）とそれ以外に区別される。近年では、2.5μm 以下のものを

PM2.5 として基準が設定されている。SPM は微小なため大気中に長期間滞留し、肺や気管などに沈着して呼吸器に

影響を及ぼす。一方、降下ばいじんは大気中のすす、粉じんなど粒子状物質のうち、主として比較的直径の大き

い、沈降しやすい粒子である。 

SPM には、工場などから排出されるばいじんや粉じん、自動車の走行による巻き上げ、ディーゼル車の排出ガス

中に含まれる黒煙など人為的発生源によるものと、風による土壌の飛散など自然発生源によるものがある。また、

生成機構の違いにより、発生源から直接粒子として大気中に排出される一次粒子と、ガス状物質として排出され

たものが大気中で光化学反応などにより粒子に変化した二次粒子に分類される。 

PM2.5 は、通常の SPM よりも肺の奥に入り込むため、喘息や気管支炎を起こす確率が高いとの研究が米国で報告

されている。日本でも、2009 年９月に環境基準に設定され、環境の監視、対策が講じられている。 

これらの発生源のうち、工場・事業所における事業活動に伴って発生するものについては「大気汚染防止法」

で、「ばいじん」や「粉じん」として規制している。また、自動車から発生するものは同法等などに基づき「粒子

状物質」として規制している。 

■太陽光発電 
自然エネルギーを利用した発電方式のうち、太陽光を利用した発電方式のこと。光を電気信号に変換する光電

素子を利用し、太陽光が当たったとき発生する電力をエネルギー源として使用できるようにしたものである。 

太陽光発電は、太陽エネルギーを電力に変換するため、汎用性が高く、また、太陽光さえ得られればどこでも発

電できるというメリットがある。 

■ダストジャー法 
20 L の容器を１か月間大気中に設置し、容器内に降下したばいじん量を測定する方法。 

■テレメータ法 
大気汚染を監視するため、香川県内の主要な工場、事業所及び自治体などに自動計測器を設置し、現地の測定デ

ータを中央監視センターに一定の時間間隔で自動送信することにより、監視センターで現地の状況をオンライン・

リアルタイムで集中監視するために用いられるシステム。 

■土壌汚染 
土壌中に重金属、有機溶剤、農薬、油等の物質が、自然環境や人の健康・生活へ影響がある程度に含まれている

状態のこと。土壌へ混入した原因は、人為・自然を問いません。典型七公害の一つである。 

■トリエタノールアミン法（TEA 法） 
二酸化窒素を吸収する液に浸潤させたろ紙を１か月間放置し、吸収された二酸化窒素を分析することにより、

大気中の二酸化窒素濃度を算出する方法。 

 

ナ行 

■二酸化硫黄 
不純物として石炭中に最大 2.5%程度、原油中に最大３%程度含まれる硫黄の酸化によって、石炭や石油等の燃焼

時に発生する。また鉄鉱石、銅鉱石にも硫黄が含まれるため、製鉄、銅精錬工程からも排出される。 

■のりあいバス（コミュニティバス） 
市などの自治体が住民の移動手段を確保するために運行する路線バスのこと。観音寺市では、のりあいバスと

いう名称で６路線（１市内循環線、２外循環線、３粟井姫浜線、４五郷高室線、５箕浦観音寺線、６伊吹線）を運

行している。 

 

ハ行 

■非近接空間 
評価範囲*のうち近接空間以外の範囲をいう。 

■評価範囲 
「道路に面する地域」の評価を行うにあたって、騒音の状況及び住居等の戸数などを把握するために設定する

道路端から横断方向への一定の範囲をいう。 

■浮遊粒子状物質 
大気中に浮遊している粒子状物質（PM）のことで、代表的な「大気汚染物質」のひとつ。日本の環境基準の測定

の対象になるものの定義としては、粒径 10μm 以下のものとされている。発生源は工場のばい煙、自動車排気ガ
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ス等の人の活動に伴うもののほか、自然界由来（海塩の飛散、火山森林火災等）のものがある。 

 

マ行 

■面的評価 
原則として一定の地域ごとに当該地域内のすべての住居等のうち環境基準の基準値を超過する戸数及び超過す

る割合を把握することにより評価する「道路に面する地域」における評価方法である。 

 

ラ行 

■ローボリュームエアーサンプラー法 
大気を 25 L/分で 1か月間吸引させてろ紙に捕集された 10μm以下の浮遊粒子状物質を測定し、大気中の浮遊粒

子状物質濃度を算出する方法。 
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